
「県民のための図書館」 「子どもたちの今と未来のための 「市町村（図書館・公民館等）を支える 「ふくしまを知ることができる図書館」 指　　標
であるために 図書館」であるために 図書館」であるために であるために

ア 資料の充実 ア 読書機会の提供 ア ネットワーク体制の強化 ア 資料のデジタル化 ①発行点数に占める購入冊数の割合

イ 県民がどこにいても利用できる イ 学校図書館への支援と連携 イ 図書館の図書館としての資料補完 イ ふくしまに関するWeb情報へのリンクの

　 サービスの促進 ウ デジタル情報の提供 ウ 図書館未設置町村への支援 　　充実

ウ 情報発信 エ 原子力災害に伴う避難自治体への支援 ウ 東日本大震災福島県復興ライブラリー

エ 施設設備の充実 の収集と提供 ②年間貸出総冊数

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の中で

★ 図書館へ行かなくても利用できる非来館サービスの充実

③年間レファレンス件数

★非来館サービスの推進 ★デジタル情報の発信 ★図書館間ネットワークの強化 ④ホームページ(蔵書検索)アクセス件数

⑤受取館指定サービス貸出冊数

重点事項 重点事項 重点事項 重点事項

★ 受取館指定サービス，協力貸出の促進 ★ 子どもたちへの資料や図書館の情報 ★ 市町村（図書館・公民館等）を ★ 貴重資料の保存とデジタル化

★ 電話・E-maiｌなど来館せずに についてインターネットによる提供 バックアップするための資料の ★ デジタル資料やWeｂサイトへの

利用できるレファレンスの促進 ★ 学校図書館サポートセットなどに 収集・提供 リンク集等の充実 ⑥児童資料の貸出冊数（個人貸出冊数）

★ レファレンス事例の紹介 よる学校図書館支援 ★ 県内図書館間資料搬送体制の強化

★ ホームページやSNSを活用した ★ 学校や家庭で活用できるホームページ ★ 図書館情報ネットワークシステム 主要事項

情報発信 ★ 電子書籍導入の検討 を活用したサービスの促進 ① ふくしまに関する資料・情報収集・

★ 電子書籍導入の検討 ★ インターネットを活用した会議・ 保存の強化 ⑦学校図書館サポートセットの貸出件数

主要事項 研修会の充実 ② 東日本大震災福島県復興ライブ

主要事項 ① 市町村図書館の参考となる図書館 ★ 資料保存のあり方について検討 　 ラリーの継続

① 県民のための資料・情報収集・保存・ 運営 ★ 災害時のネットワーク強化

提供 ② 発達段階に合わせた読書活動・ ⑧協力貸出冊数

② 資料を活かしたレファレンス 　 図書館活用機会の提供 主要事項

③ 施設の整備 ③ 児童図書研究室を活用した研修 ① 市町村図書館のニーズに応えた

④ 障がい者や高齢者のための読書環境 　 機会の提供 　 情報の収集・提供

整備 ② 被災自治体への図書館活動支援 ⑨県立図書館を介した県内相互貸借冊数

⑩デジタル化する地域資料の累積点数

122点 ⇒150点

令和6年度令和2年度

2,698冊 ⇒3,000冊

4,042冊 ⇒5,500冊

令和6年度令和2年度

令和6年度令和2年度

令和2年度 令和6年度

目標1 県民のための図書館
目標2 子どもたちの
        今と未来のための図書館

目標3 市町村(図書館・公民館等)を
        支える図書館

目標4 ふくしまを知ることが
        できる図書館

832,584件 ⇒900,000件

福島県立図書館アクションプラン（第４次）概要

令和2年度 令和6年度

主  な  取  組 9,755件 ⇒13,000件

⇒205,000冊

令和2年度 令和6年度

176,672冊

基本理念　 ふくしまの未来をひらくため、「知の拠点」として県内図書館ネットワークを支え、県民一人ひとりの夢と学びを応援します。

22.5％ 増加を目指す

令和2年度 令和6年度

県立図書館の課題

令和2年度 令和6年度

令和6年度

⇒24件

令和2年度

8件

令和6年度

⇒65,000冊

令和2年度

54,580冊

1,767冊 ⇒2,000冊


